
4 号機の主要な施設の耐震性評価結果 

 

同型式の 3,4 号機のうち、4号機を代表として改造工事用地震動（1200 ガル）に対して、

原子炉建屋、圧力容器、格納容器など主要な施設について改造工事が必要ないことを確

認しています。以下、具体的な評価結果を示します。 

 

【4号機 主要な施設の耐震性評価結果】 

（参考） 

【5号機 主要な施設の耐震性評価結果】 

 5 号機については、敷地内の地震観測点の観測結果を踏まえ、改造工事用増幅地震動

（2000 ガル）に対して、原子炉建屋、圧力容器、格納容器など主要な施設についての耐

震性を確認しています。今後、具体的な工事計画の検討を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料

余熱除去ポンプ 

・評価部位：原動機取付ボルト 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

20 350 ○ 

炉心支持構造物 

・評価部位：炉心支持板 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

121 427 ○ 

 
・評価部位：シュラウドサポート 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

78 260 ○ 

5 号機原子炉建屋断面図 

原子炉格納容器 

・評価部位：コンクリート部 
・評価内容：せん断力（kN/mm） 

発生値 評価基準値 判定

5.72 6.52 ○ 

 
・評価部位：ライナ部 
・評価内容：圧縮ひずみ（－） 

発生値 評価基準値 判定

0.59×10-3 5.0×10-3 ○ 

制御棒 

・評価部位：挿入性 
・評価内容：変位（mm） 

発生値 評価基準値 判定 

26.3 40 ○ 

原子炉圧力容器 

・評価部位：胴板 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

177 320 ○ 

 
・評価部位：基礎ボルト 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

183 499 ○ 

原子炉建屋 

・評価部位：耐震壁 
・評価内容：せん断ひずみ（－） 

発生値 評価基準値 判定 

1.29×10-3 2.0×10-3 ○ 

余熱除去ポンプ 

・評価部位：原動機台取付ボルト 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

38 444 ○ 

 

原子炉圧力容器 

・評価部位：胴板 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

175 320 ○ 

 
・評価部位：基礎ボルト 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

95 499 ○ 

原子炉格納容器 

・評価部位：ドライウェル 
・評価内容：座屈（－） 

発生値 評価基準値 判定

0.37 1 ○ 

 
・評価部位：ボックスサポート 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

314 343 ○ 

炉心支持構造物 

・評価部位：炉心支持板 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

117 427 ○ 

 
・評価部位：シュラウドサポート 
・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定

284 501 ○ 

制御棒 

・評価部位：挿入性 
・評価内容：変位（mm） 

発生値 評価基準値 判定 

20.8 40 ○ 

 

4 号機原子炉建屋断面図 

原子炉建屋 

・評価部位：耐震壁 
・評価内容：せん断ひずみ（－） 

発生値 評価基準値 判定 

0.51×10-3 2.0×10-3 ○ 

 


